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地球温暖化など現代社会が抱える
問題の解決に不可欠な化学

目標とする資格
・
検定

「国内外で活躍できる、化学の知識および
倫理観を持った人材の育成」をめざす

最近の科学技術のめざましい進歩を支えてきたものの一つが化学です。化
学は本来、分子およびその集合体である物質の性質、ならびにそれらの変換
を追究する学問ですが、化学の研究成果の恩恵は、衣食住すべての領域に
わたっています。新素材、バイオテクノロジー、情報科学、医薬品、人工臓器
などの最先端科学技術にも化学が直接的、間接的にかかわっています。ま
た、地球温暖化、食料・エネルギー問題など、現代社会が抱える問題の解決
にも、重要な役割を果たすことが期待されています。

化学コースでは、科学的なものの見方を養うために、1年次から専門科目を
数多く設けています。基礎理論を学ぶとともに、物質の合成・反応・分析・構
造決定・物性測定などの実験を通して、化学の面白さを早々に実感すること
ができます。演習科目で応用力を養成するほか、基礎ゼミでの発表や討論を
通して、思考力や表現力を伸ばしていきます。その分野の第一人者を招いて、
最先端の話題に触れる特別講義や、教員志望の学生を対象に教員採用試験
対策講座を設けるなど、サポート体制も充実しています。

所定の単位修得で取得できる資格
■ 中学校教諭一種免許状（数学／理科）
■ 高等学校教諭一種免許状（数学／理科／情報）　■ 毒物劇物取扱責任者　

理工学部共通
■ 図書館司書　 ■ ITパスポート　■ 基本情報技術者 

関連の深い資格・検定
■ 化学分析技能士（1級・2級）　■ 危険物取扱者　■ ガス主任技術者　
■ 高圧ガス製造保安責任者　■ 公害防止管理者　■ 労働衛生コンサルタント　
■ 労働安全コンサルタント　■ エネルギー管理士
■ 環境計量士　■ 浄化槽管理士　■ エックス線作業主任者　
■ 放射線取扱主任者（第1種・第２種）　■ 消防官（専門系）　■ 消防設備士　など

ラジカル不均一反応の解明TOPICS

大気中には数千という種類の化学成分が存在し、多くの化学反応
が起きています。これまで、気体の化学反応が多く調査されてきま
したが、近年、大気中の微小粒子であるエアロゾルの表面や内部
で起こる反応が、大気質に影響を与えている影響が示唆されてき
ました。分析化学研究室では、大気中の主要な反応物質であるラ
ジカルに焦点を当て、ラジカルの気相反応や、粒子との不均一反
応メカニズムを解明することを目的に実験を行っています。特に、
HOxラジカルと呼ばれる過酸化ラジカルは、植物や人間活動から
放出される揮発性の有機化合物と反応することで、オゾンを主成
分とする光化学オキシダントの生成に関与していることが分かっ
ており、大気環境問題の解決にも繋がる重要なテーマです。

基礎（無機・有機・物理）化学演習
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化学の基礎である
無機化学、有機化
学、物理化学の理解
を深めるため、講義
と並行して演習を行
います。

化学実験Ⅰ～Ⅴ
さまざまな化学現象
を、実験を通して理解
する実習です。1年次か
ら3年次にかけて、次第
に専門性を深めていき
ます。

化学情報処理
分子構造の描画、シミュ
レーション、実験データ
の解析、化学文献の検
索、プレゼンテーション
など、化学分野におけ
るコンピュータの利用
法について学びます。

カリキュラム

化学の基礎からしっかりと学び、応用まで対応できる力を身につけます

※カリキュラムは2023年度のものです。2024年度は変更になる場合があります。　※[　]内の数字は単位数
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専門科目 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次
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基礎無機化学［2］
基礎有機化学［2］
基礎物理化学［2］
基礎無機化学演習［2］
基礎有機化学演習［2］
基礎物理化学演習［2］
化学実験Ⅰ［3］

化学実験Ⅱ［3］
化学実験Ⅲ［3］

化学のための数学演習［1］

教科教育演習［2］
地学概論Ⅰ［2］
地学概論Ⅱ［2］
地学実験［2］

化学実験Ⅳ［3］
化学実験Ⅴ［3］
卒業研究ゼミナール［1］

環境化学［2］
分子生物化学［2］
基礎物理学実験Ⅰ［2］

遷移元素の化学［2］
合成有機化学［2］
電子移動の化学［2］
物性物理化学［2］
構造物理化学［2］
応用機器分析化学［2］
錯体化学［2］
環境分析化学［2］

生物無機化学［2］
生物有機化学［2］
生物物理化学［2］
高分子化学［2］
分光物性化学［2］
化学教科教育演習［1］
情報理論［2］
通信方式［2］

卒業研究［8］

超分子化学［2］
グリーンケミストリー［2］
特別講義（集中）［1］

データベース論Ⅰ［2］
画像処理［2］
組込みシステム概論［2］
移動体通信工学［2］
ネットワーク工学［2］

コンピュータグラフィックス［2］
情報と社会［2］

情報と職業［2］データ構造とアルゴリズムⅠ［2］
オペレーティングシステム［2］

典型元素の化学［2］
基礎分析化学［2］
反応有機化学Ⅰ［2］
化学熱力学および演習［3］
化学情報処理［2］
生物学実験［1］

基礎分析化学演習［1］
反応有機化学Ⅱ［2］
基礎生化学［2］
反応物理化学［2］
量子化学および演習［3］
機器分析化学［2］
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環境化学

PICK UP! 4 PICK UP! 5 PICK UP! 6

美しい惑星“地球”の
誕生から、生命の誕
生、そして文明ととも
に起こったさまざまな
環境問題の原因を追
究。さらに、近代にお
ける環境問題へのア
プローチを行います。

化学教科教育演習
教職をめざす学生が、
基礎知識と科学的な
思考法を下級学年に
説明。理解力の向上と
ともに、教室での技術
および学習支援法や
教師の心構えを会得し
ます。

グリーンケミストリー
環境保全のために、化
学が果たす役割を理
解します。基礎的な研
究から人間社会で利
用されている応用事例
までを幅広く学習し、
広い視野を持った化学
者を養成します。

HOxラジカルの連鎖反応図，および，反応によるラジカルの濃度減少測定結果
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吉田さんの時間割（1年前期）

【吉田さんの卒業研究テーマ】
チオフェンの縮環方向の違いによるカルバゾール誘導体の発光特性の変化

基礎物理学
および演習

基礎物理化学

英語演習1

情報処理基礎

日本語の技法

中国語総合1

英語演習1

基礎無機化学 基礎ゼミ1

オーラル
イングリッシュ1

微分積分学Ⅰ

基礎有機化学
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数学演習
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※研究室は2023年度のものです。2024年度は変更になる場合があります。

海洋、大気圏における
元素の循環メカニズムの
解明      

元素は物質を構成する最小単位ですが、欠乏や過剰
摂取により生体に機能障害を与えることがありま
す。元素の正しい循環メカニズムを理解し、化学物
質の危険性に過剰反応しない科学者を育成します。

中口 譲 教授

有機と無機の
ハイブリッドによる
機能性金属錯体の研究

単一分子磁石に代表されるナノサイズの分子性量
子磁石の研究や、温度により磁気特性が変化するス
ピンクロスオーバー錯体などの研究を行っていま
す。

黒田 孝義 教授

さまざまな機能を持つ
有機化合物の合成研究

有機ELの材料になり得る有機発光体の合成をはじ
め、有機トランジスタや有機太陽電池などへの応用
も含めた広い視野に立って、さまざまな機能を持つ
有機化合物の合成研究を行っています。

山口 仁宏 教授

地球化学研究室 錯体化学研究室 機能性有機分子化学研究室

機能を持った
無機化合物を開拓し
本質を捉える

無機化学では扱う原子の種類が多く、物質の構造設計に
無限の可能性を追求することができます。世の中の役に立
つ新機能を持った無機化合物を合成し、その本質を先端
的な計測・解析手法によって解明する研究を行っています。

杉本 邦久 教授

生物活性天然物の合成

HIV(エイズウイルス)やインフルエンザウイルスの感
染・増殖を阻害する化合物や、老化やがんなどに関
連して注目されているラジカル(活性酸素など)を分
解する化合物の合成方法を開発しています。

山際 由朗 准教授

分子の新しい側面を見る
「目」を養う

分光学の基礎研究を基に、光物性の研究を行いま
す。物質と光の相互作用から、物質の性質や量と
いった情報を引き出すため、分子からのメッセージ
であるスペクトルを観測し、解析法を開発します。

森澤 勇介 准教授

無機化学研究室 有機化学研究室 分光物性化学研究室

大気中で起こり得る
ラジカル反応の解明

大気中に存在するフリーラジカルは、気相反応や不均一反
応を介して大気組成や環境へ影響を与え得る重要な化学
種です。これらのラジカル反応をさまざまな分析技術を利
用して解明していきます。

河野 七瀬 講師

分析化学研究室

活性種や中間体を制御した
新規な有機反応を開発する

近年注目を集めている電子移動反応を有機合成化学に活
用することで、生じる活性種や中間体を高度に制御した有
機反応の開発と、それらを活用した有用物質の化学合成に
取り組んでいます。

松本 浩一 准教授

固体や液体・液晶
などにおける
分子の集団挙動を追究する

たくさんの分子が集合すると、分子1個のときには見えなかっ
た性質が現れてきます。融解や沸騰などはその一例です。固体
や液体、液晶などの「分子凝縮相」の性質をエネルギーの出入
りから調べ、集団挙動の特性を熱力学的に考察します。

鈴木 晴 准教授

環境調和型の医農薬品合成を
指向した反応開発と機構解析

環境や作り手にも優しい医農薬品などに利用できる反応
手法をめざした研究を行っています。その実現に向けて新
たな試薬や触媒の設計合成を行い、その反応メカニズム
についても解明しています。

兵藤 憲吾 講師

有機合成化学研究室 凝縮系物理化学研究室 有機反応化学研究室

炭素ナノ構造体の
レーザー合成と
生成メカニズムの研究

レーザー光を使うと物質は瞬時に数千度に加熱され、
対称性の高い分子が生成します。直線炭素分子ポリイ
ンや球状分子フラーレンがその例です。分光実験を通
して分子の構造や生成メカニズムを研究します。

若林 知成 教授

微小な変化を観測して
溶液やタンパク質の
本質を探る

さまざまな環境下(溶液、温度、圧力)におけるタンパ
ク質の性質を明らかにすることで、タンパク質の“設
計図”や“取扱説明書”を明らかにする研究を行って
います。

神山 匡 教授

化学を基盤に、
生命現象を
分子レベルで理解する

光合成など、光がかかわる生命現象のメカニズムを
分子レベルで解明します。生命化学の進歩に貢献す
るとともに、エネルギー・環境問題を解決するナノマ
テリアル開発への応用も期待されています。

佐賀 佳央 教授

構造物理化学研究室 物理化学研究室 生物化学研究室

研究室紹介

※2020・2021・2022年3月卒業生実績

建築業 三井住友建設株式会社／井原築炉工業株式会社／エスリード株式会社／株式会社高田工業所

情報通信業 株式会社キューブシステム／株式会社インフォメーション・ディベロプメント／株式会社日立システムズフィールドサービス／株式会社日立ソリューションズ／株式会社コア／
パーソルパナソニックHRパートナーズ株式会社／株式会社ハイマックス

卸売・小売業 アルフレッサ株式会社／青山商事株式会社／株式会社セブン－イレブン・ジャパン／エム・シー・ヘルスケア株式会社／富士ゼロックス大阪株式会社

製造業 日本ハムファクトリー株式会社／菊水テープ株式会社／金井重要工業株式会社／株式会社ナリス化粧品／芦森工業株式会社／上村工業株式会社／日亜化学工業株式会社／グンゼ株式会社／
日本圧着端子製造株式会社／大阪有機化学工業株式会社／富士食品工業株式会社／共和レザー株式会社／積水ハウス株式会社／三菱ふそうトラック・バス株式会社／第一稀元素化学工業株式会社／東洋紡株式会社／
株式会社トラスト・テック／山崎製パン株式会社／株式会社リブドゥコーポレーション／株式会社日阪製作所／メロディアン株式会社／積水樹脂株式会社／メック株式会社／田中紙管株式会社／三浦工業株式会社

サービス業 大阪瓦斯株式会社／株式会社ノーリツ／大栄環境株式会社／株式会社チャーム・ケア・コーポレーション／前田道路株式会社／株式会社ダイセキ

大学院進学 近畿大学大学院／大阪大学大学院／大阪府立大学大学院／九州大学大学院／千葉大学大学院／名古屋工業大学大学院／奈良先端科学技術大学院大学／北陸先端科学技術大学院大学

金融・保険業 株式会社関西みらい銀行／株式会社四国銀行／日本年金機構／メットライフ生命保険株式会社

公務員・教員 学校法人近畿大学／大阪府教育委員会／大阪市教育委員会／兵庫県教育委員会／東大阪市教育委員会／新潟県教育委員会／広島県教育委員会／守口市教育委員会／大阪市役所／
広島市役所／大阪府警／地方公務員共済組合連合会

主な就職・進学先

化学コースでは、食品メーカーや製薬会社をはじめとする製造業と教員・公務員に多くの学生が就職しています。また、情報通信業から医療・福祉、金融まで、化学コー
スの卒業生は幅広い分野で活躍しています。大学院への進学者も多く、より専門的な実力を身につけた後に研究開発の分野などに就職していきます。

大学院進学者が3 分の1以上を占めています。企業への就職はメーカーが中心です。教員・公務員が多いことも特徴です。

将来の進路

海水中には周期律表のほとんどの元素が存在していますが、そのなかでも生命にとって必須
の元素である生体活性微量金属の海洋分布や生態系における役割解明を行います。

海洋における生体活性微量金属元素の循環メカニズムの解明
地球化学研究室

室温付近で磁気特性が大きく変化する機能性デバイスの開発をめざして、新規な鉄（II）錯体
の合成や結晶構造の解析、磁気特性の測定などを行っています。

新規な鉄（II）錯体の結晶構造とスピンクロスオーバー特性
錯体化学研究室

自然界で行われている反応は、安全で環境負荷が低いと考え、酵素反応に着目した有機反応
や試薬の開発研究を行っています。さらに、この反応の機構解明や医農薬品合成への応用を
試みています。

酵素反応をモチーフとした試薬開発
有機反応化学研究室

ビスマスは安定元素としては周期表で最も重い元素です。その蒸気には２量体や３量体など
の分子が含まれています。酸化されやすい分子を固体のネオンに閉じ込める技術を使うとそ
れらを長時間観察することが可能になります。そうしてビスマスの３量体分子に特有の発光
スペクトルを世界で初めて測定することに成功しました。

ビスマス分子の近赤外発光スペクトル
構造物理化学研究室

さまざまな有機溶媒や、イオン液体、糖水溶液中におけるタンパク質の構造、物性（安定性や
柔軟性）、活性の相関やホスト‒ゲスト分子の認識機構を定量的に明らかにすることで、タン
パク質の立体構造が形成される仕組みや効率的な機能発現機構を調べています。

溶液中におけるタンパク質物性の解明
物理化学研究室

遠紫外分光法で観測される溶媒電荷移動（CTTS）遷移の観測を通して、電解質が水に溶ける
時の溶解状態を観測します。塩化ナトリウム（食塩）が水中にどのように溶けているのか、また
水溶液中でどのような構造になっているのかは、食品の冷凍技術や、人間の塩分吸収と健康
への影響の研究等にも関連が深く、遠紫外分光分析によって水への溶解状態の指標を開発
することで、これらの技術・研究の発展に寄与します。

遠紫外分光を用いた水溶液中の塩化ナトリウム水和についての研究
分光物性化学研究室

大気化学や燃焼化学で重要なROxラジカルを対象に、さまざまな分光分析技術を用いて気相
や微小液滴内における検出を行い、その化学反応のメカニズム解明を行っていきます。また、
実大気への影響も調査していきます。

気相および液相中におけるラジカル反応メカニズムの解明
分析化学研究室

電気化学的な酸化・還元を有機化学の分野に取り入れることで生じる興味深い活性種を活
用した有機合成化学を展開しています。また、複雑な骨格を有する有機分子の構築法の開発
にも力を入れています。

電極反応により発生させた活性種を用いる有機反応開発
有機合成化学研究室

光る有機化合物は、太陽電池、有機EL、そして有機トランジスタなどのいろいろな材料への応用
が考えられています。卒業研究では、さまざまな色で光る新しい構造を持った有機化合物を合
成し、その発光性を調べます。

光る有機化合物の合成研究
機能性有機分子化学研究室

インフルエンザAウイルスのシアリダーゼ阻害剤や、HIVのインテグラーゼ阻害剤などウイルス
の増殖を抑える働きを持つ化合物や、アルツハイマー型認知症や骨粗鬆症に効果が期待さ
れる化合物の合成を行っています。

有用な天然物の全合成研究
有機化学研究室

光合成は太陽光エネルギーを効率よく、かつクリーンに利用する優れたシステムです。そこ
で、このような光合成のメカニズムを分子レベルで調べるとともに、それらを手本とした光エ
ネルギー変換ナノ材料を開発します。

光合成を手本にした太陽光エネルギー変換ナノ材料の開発
生物化学研究室

物質の物理的性質や機能を支配しているのは、原子・分子、その集合体の構造と電子の振る
舞いです。卒業研究では、吸着、磁性、伝導性などを有する無機化合物の合成を行い、放射光
X線を用いた精密な構造解析により物性のメカニズムを解明します。

放射光X線による無機化合物の機能解明
無機化学研究室

液晶相は結晶と液体の中間状態に分類され、分子の配向や重心位置が部分的に揃った状態
を指します。この液晶相に定常ずり変形と呼ばれる流れを加えたときに、分子の揃い方がど
のように変化するかを調べます。流れがある状態は、熱力学的には「非平衡状態」に分類さ
れ、よく知られた平衡熱力学系では見られないような新しい現象の観測が期待されます。

「流れ」がある状態における液晶相挙動の研究
凝縮系物理化学研究室

卒論テーマ紹介

製造業
16.4%

教員 7.3%
公務員 5.4%

サービス業 9.1%

卸売・小売業 9.1%

運輸業 1.9%
電気･ガス･熱供給 1.8%

大学院
進学
41.8%

医療･教育 1.8%

理学科
化学コース

情報通信業 1.8%

建設業 3.6%

※2021年度卒業生実績

業種別進路先

高校で化学に興味を持ち、理学科化学コースに進学しました。
大学の勉強は暗記ではなく、しっかり理由まで学ぶことができま
す。何事にも理論があり、それを考えて理解することの大切さ・
面白さを知りました。電子移動の化学では異なる分野との関連
性を理解できて楽しいです。社会に出たら、大学で学んだ「理由
を考えること」を忘れず仕事に取り組んでいきたいと思います。

吉田 涼華 さん
理学科 化学コース[4年]　大阪府立池田高校出身

何事にも理論がある。それを理解する面白さ在学生 Interview

学
び
の
特
長

キ
ャ
リ
ア

４
年
間
の
流
れ

大
学
院

学
科
・
コ
ー
ス
紹
介

学
生
サ
ポ
ー
ト

奨
学
金

国
際
交
流

施
設
紹
介

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

交
通
ア
ク
セ
ス25 26




